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１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携

２．山陰諸港の国際物流の活性化２．山陰諸港の国際物流の活性化

取り組みの内容
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（近畿地方）国際物流戦略チーム

１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携
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四国国際物流戦略チーム

内的環境

外的環境

（強み）
①コンテナ貨物量の増加
②フェリー、ＲＯＲＯ等の利用が活発
③日本有数、世界有数の企業が立地
④基礎素材型産業が立地
⑤静脈物流の増加

（弱み）
①港湾・道路等基盤施設の不足
②外貿コンテナ貨物の取り扱いを
国内他地域に依存

③船舶、基盤施設の老朽化
④切迫する大規模自然災害・施設
の脆弱性

⑤厳しい自然条件

①地理的優位
②アジア地域の急激な経済成長
③アジア地域との間の貨物量の増加
④船舶大型化
⑤近隣に中枢港湾（阪神港）が存在
⑥近隣に国際空港（関空）が存在

四
国
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、
四
国
に
お
い
て
国
際
物
流
を
行
う
こ
と
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
非
効
率
な
物
流
の
解
消
を
図
る
。

強
み
を
伸
ば
す

③空間高不足や渋滞等、道路におけるボトルネック箇所の改善

②「四国8の字ネットワーク」の重点的整備

②バルク貨物のコンテナ化の推進

④国際幹線航路の整備

②多目的国際ターミナルの整備

③リサイクル貨物の国際流通港湾としての施設充実

②国際物流施設の老朽化対策・技術開発

②高速道路ネットワークの効率的活用・機能強化

②CIQサービスの向上

④国際フェリー・RORO航路の誘致等新たな物流形態の可能性調査

②利便性の向上のためのアジア航路誘致

③外貿コンテナ貨物の取扱いに関する適切な役割分担の検討

①港湾・空港と背後地域を結ぶアクセス道路の整備

①スーパー中枢港湾施策と連携した国内フィーダー輸送効率化の推進

①コンテナ輸送に対応した施設の充実（ガントリークレーン等）

①既存港湾施設の改良

①空港使用料の低減、海外直航航空便の誘致

①国際物流施設の耐震強化、災害対策の推進

①フェリー等内航海運への支援

①港湾サービスの向上（夜間荷役の対応、CFSの整備と有効利用）

①国際物流機能（港湾・空港）を必要とする産業の育成・誘致

①戦略的ポートセールス、ポートセミナーの実施

施策メニュー

４．各輸送モードを結ぶ

アクセス機能の連携

強化

２．コンテナ輸送の効率

化、円滑化

３．四国内の物流ネット

ワークの強化

６．空港利用利便性向上

５．物流インフラ機能の
信頼性確保

３．港湾サービスの向上

２．地域産業の育成

新たな産業の誘致

４．国内幹線輸送網の

利便性の向上

１．四国の主要産業を

支えるバルク輸送の

効率化

１．アジア地域と四国を

結ぶ新たな航路の就航

実現やスケールメリット

発揮のための取り組み

を目指す

施策の方向

Ⅱ
非
効
率
の
解
消

Ⅰ
地
域
の
魅
力
の
向
上

柱

弱
み
を
克
服

環
境
を
利
用

１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携
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北部九州国際物流戦略チーム

・中国との経済の依存関係の高まり
・ 東アジアとの時間・距離の近接性

・中国との経済の依存関係の高まり
・ 東アジアとの時間・距離の近接性

・北部九州の地理的な優位性を活かした物流ネットワークの充実
・港湾、空港、鉄道貨物駅、高速道路ICなど物流の核となる拠点が近接
・北部九州の地理的な優位性を活かした物流ネットワークの充実
・港湾、空港、鉄道貨物駅、高速道路ICなど物流の核となる拠点が近接

・国際物流拠点として重要な位置づけ・国際物流拠点として重要な位置づけ

・多様な輸送ニーズに対応
・ スピーディかつ低コストなサービス提供の可能性

・多様な輸送ニーズに対応
・ スピーディかつ低コストなサービス提供の可能性

①国際コンテナターミナルのさらなる機能強化
②連携体制の確立強化
③リードタイム短縮への対応強化
④多様なサービスへの対応強化

①国際コンテナターミナルのさらなる機能強化
②連携体制の確立強化
③リードタイム短縮への対応強化
④多様なサービスへの対応強化

港湾・空港の国際競争力の強化港湾・空港の国際競争力の強化

①地理的優位性を活かした物流機能強化
②国際航空貨物の対応強化
③国内外ネットワークの構築強化

①地理的優位性を活かした物流機能強化
②国際航空貨物の対応強化
③国内外ネットワークの構築強化

東アジアとを結ぶシームレス
物流ネットワークの形成強化

東アジアとを結ぶシームレス
物流ネットワークの形成強化

トレーラー等による輸出入のシームレス化実現
⇒特定区域までのトレーラー等の相互通行及び車上通関の
簡素化の検討

トレーラー等による輸出入のシームレス化実現
⇒特定区域までのトレーラー等の相互通行及び車上通関の
簡素化の検討

①国際RORO機能の強化①国際RORO機能の強化

国際物流機能強化に向けた取組みへの提言

１２フィート，４５フィート等多様なコンテナサービス向上の実現
⇒４５フィートコンテナ取扱いの検討

１２フィート，４５フィート等多様なコンテナサービス向上の実現
⇒４５フィートコンテナ取扱いの検討

②外貿コンテナ機能の強化②外貿コンテナ機能の強化

内陸部から臨海部のロジスティクス・ハブへと貨物の集約によ
る輸送コスト、事務手続き等の低減の実現
⇒共同デポ、各種インセンティブ検討、物流総合効率化法の
活用、輸出入関係者間協議実施

内陸部から臨海部のロジスティクス・ハブへと貨物の集約によ
る輸送コスト、事務手続き等の低減の実現
⇒共同デポ、各種インセンティブ検討、物流総合効率化法の
活用、輸出入関係者間協議実施

③ロジスティクス・ハブ機能の強化③ロジスティクス・ハブ機能の強化

鉄道輸送、内航フィーダーとの結節機能強化等による輸送コスト・
環境負荷低減の実現
⇒港湾引込線・鉄道貨物の利用促進策検討、内航船舶代替建造
推進アクションプランの実行

鉄道輸送、内航フィーダーとの結節機能強化等による輸送コスト・
環境負荷低減の実現
⇒港湾引込線・鉄道貨物の利用促進策検討、内航船舶代替建造
推進アクションプランの実行

④国内輸送網との結節機能の強化④国内輸送網との結節機能の強化

国際航空路線拡充の実現
⇒国際航空貨物定期路線の誘致

国際航空路線拡充の実現
⇒国際航空貨物定期路線の誘致

⑤国際航空路線拡充等による多様な輸送手段の強化⑤国際航空路線拡充等による多様な輸送手段の強化

国際標準コンテナや企業のサプライチェーンに対応した道路整備
による荷主から北部九州港湾・空港への円滑な国内輸送の実現
⇒国際標準コンテナ車の通行におけるボトルネック解消

国際標準コンテナや企業のサプライチェーンに対応した道路整備
による荷主から北部九州港湾・空港への円滑な国内輸送の実現
⇒国際標準コンテナ車の通行におけるボトルネック解消

⑥国際物流基幹ネットワークの推進の強化⑥国際物流基幹ネットワークの推進の強化

国際物流機能強化のための目標

北部九州の優位性

１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携



5

連携のイメージ （バルク）
１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携

２次輸送

２次輸送

一括大量輸入

バルク貨物の一括輸送のための
バルクターミナルの拠点的整備
（スーパーバルクターミナル整備）

瀬戸内海の航路体系の再構築

四国地方四国地方

中国地方中国地方
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連携のイメージ （コンテナ）
１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携

スーパー中枢港湾

神戸港

大阪港

近畿地方近畿地方

博多港

北九州港

北部九州北部九州

北米や欧州向けの貨物について、
スーパー中枢港湾等との連携を強化する
ための内航フィーダー輸送体制の強化

中国地方中国地方

欧州

北米
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環瀬戸内海の戦略チームの連携へ向けた取り組み（案）

１．環瀬戸内海の物流戦略チームとの連携

環瀬戸内海の戦略チームとの意見交換会・
検討会の開催（予定）

環瀬戸内海の戦略チームの連携方策
の提示（予定）

中国地方戦略チームでの検討
・具体的な連携方策の検討
・連携方策の提示
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山陰諸港の国際貨物取扱状況
境港

三隅港浜田港

【単位：万トン】

鳥取港

２．山陰諸港の国際物流の活性化
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環日本海における国際物流の動向

２．山陰諸港の国際物流の活性化
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【平成18年（2006年）現在】
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山陰諸港の課題

中国横断自動車道や
山陰自動車道の整備

・物流事情の改善
・産業誘致のポテンシャル向上
・山陰・山陽の格差改善

・物流事情の改善
・産業誘致のポテンシャル向上
・山陰・山陽の格差改善

・大都市圏への消費や物流の流出

・地域経済の地盤沈下

・大都市圏への消費や物流の流出

・地域経済の地盤沈下

山陰地方の地域情勢を見据えた産業競争力強化策の検討が必要

２．山陰諸港の国際物流の活性化
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山陰諸港の国際物流の活性化方策の検討（案）

２．山陰諸港の国際物流の活性化

山陰諸港の国際物流の実態把握
・利用者懇談会等の開催

部会における活性化方策の検討

活性化方策の提示
アクションプランへの反映


